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 対策措置の内容 

全車両、当該ブラケットを対策品に交換し、燃料ホースを新品に交換する。また、振れ止めを追加する。 

 

識別：振れ止めの有無にて識別する。 

エンジン式フォークリフトのＬＰＧ仕様車において、ＬＰＧベーパライザの取付ブラケットの強度が不足して

いるため、ローアイドル時に油圧負荷を掛けるような操作を繰り返し行うと、原動機の振動により、当該ブ

ラケットに亀裂が生じるものがある。そのため、そのまま使用を続けると、当該ブラケットが折損し、ＬＰＧベ

ーパライザが固定できなくなり、燃料配管に負荷が掛かり、最悪の場合、燃料配管が折損し、ＬＰＧが漏

れ、発火するおそれがある。 

基準不適合発生部位 

(亀裂) 

燃料ホース ベーパライザ 原動機 燃料配管 

LPG ベーパライザブラケット 

ディストリビュータ  

対策品 不具合部品

ベーパライザ 板厚 4.5mm 3.2mm

ブラケット

亀裂部材の仕様

振れ止めプレート

亀裂部材板厚変更

有

振れ止め

プレート

ブラケット

無し


